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県
の
平
成
二
十
五
年
度
の
一

般
会
計
予
算
案
が
二
月
二
十
五

日
に
発
表
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
策
な

ど
、
県
の
未
来
を
切
り
開
く
積

極
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。（
関

連
記
事
二
～
三
面
に
記
載
）

　
商
工
会
関
係
の
県
補
助
金
等

（
小
規
模
事
業
指
導
費
補
助
金

等
）は
、
県
議
会
議
員
の
支
援
も

あ
り
、
総
額
で
約
八
億
五
千
万

円
と
要
望
額
通
り
。

平
成
二
十
五
年
度
県
の
一
般
会
計
予
算
案

商
工
関
係
予
算
案
は
、中
小
企
業
の
振
興
と

人
材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例
を
反
映

～
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
事
業
が
新
設
～

２、３　25 年度県の商工関係予算案
４　経営支援マネージャーレポート
５　女性部ゼミナール、買い物弱者支援事例、
　　でんさいネットサービス
６　販促ノウハウ、全国展開支援事業
７　新入社員研修会のお知らせ、月刊商工会より
８　facebook を活用した販売促進研修会、前期

技能検定、４月のイベント

　
昨
年
九
月
に
制
定
さ
れ
た
中
小
企

業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す

る
基
本
条
例
は
、
頑
張
る
中
小
企
業

を
地
域
社
会
全
体
で
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
の
予
算

案
で
は
、
そ
の
具
体
策
が
強
く
反
映

さ
れ
た
内
容
と
な
っ
た
。
と
や
ま
中

小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
事
業

は
、
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
益
を
活
用
し
、

中
小
企
業
の
自
主
的
な
取
組
み
を
支

援
。
特
に
、
小
規
模
企
業
に
特
化
し

昨年 12月 4日、「県商工会議員連盟との懇談会」で商工会関係予算を要望

商工
春
秋
　
四
月
一
日
よ

り
、
改
正
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行

さ
れ
る
。
高
年
齢
者
が
少
な
く
と

も
年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は
、

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し

て
い
る
▼
厚
生
年
金
の
定
額
部
分

の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
が

完
了
す
る
と
同
時
に
、
報
酬
比
例

部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

年
金
給
付
が
始
ま
る
ま
で
無
収
入

に
な
る
こ
と
を
防
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
る
▼
な

お
、
報
酬
比
例
部
分
の
受
給
開
始

年
齢
に
到
達
し
た
以
降
の
者
を
対

象
に
、
継
続
雇
用
す
る
基
準
を
引

き
続
き
利
用
で
き
る
経
過
措
置
も

あ
る
▼
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
短

時
間
ま
た
は
所
定
労
働
日
数
の
調

整
）
や
高
年
齢
者
雇
用
に
関
す
る

各
種
助
成
金
の
有
効
活
用
、
ま
た
、

知
識
や
経
験
豊
か
な
高
年
齢
者
を

上
手
に
活
か
す
こ
と
な
ど
が
、
事

業
主
と
し
て
経
営
戦
略
上
、
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
な

に
よ
り
、
被
雇
用
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り
戦
力
と
し
て
持

続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

た
新
商
品
・
新
技
術
の
開
発
や
見
本

市
出
展
・
販
路
開
拓
・
人
材
育
成
、

北
陸
新
幹
線
開
業
・
台
北
便
就
航
に

関
連
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
補
助
す
る
。

　
専
門
家
を
派
遣
す
る
「
エ
キ
ス

パ
ー
ト
派
遣
事
業
」
や
特
産
品
開
発・

ま
ち
お
こ
し
・
創
業
支
援
な
ど
の
諸

事
業
は
、
継
続
し
て
補
助
す
る
内
容

と
な
っ
た
。
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平成２5年度　県 の 商 工 関 係 予 算 案
　平成２５年度の県一般会計予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。

＜新たな成長産業の育成＞
【バイオテクノロジー推進費】２４，４２６千円
（新）医薬バイオ地域イノベーション戦略推進事業費（２２，６９０千円）
　ほくりく健康創造クラスターの研究成果の技術移転・事業化と医薬工連携による医療機器等開発を促進するためのコーディ
ネータの配置及び研究者の招へい等

＜未来を拓く起業チャレンジへの支援＞
【ベンチャー企業等支援事業費】３３６，５４８千円
（新）第二創業支援モデル事業費（５，０００千円）
　県内企業で事業を承継した後継者を対象に、経営の多角化や事業転換等第二創業のモデルとなる事業に対して支援
（新）創業等企業力強化支援事業費（３００，０００千円）
　専門的知識を持つ人材を雇用し、新商品・サービスの開発、販路開拓等企業力強化を図る創業者等を支援

【中小企業販路開拓総合支援事業】３７，５２３千円　　
（新）首都圏展示会共同出展事業費（９，３５０千円）
　県内の小規模企業等の技術力をＰＲし、首都圏企業とのビジネスマッチングを推進するため、首都圏で開催される大規模見本市
への共同出展を支援

＜産学官連携によるものづくり産業の高度化＞
【技術立県推進事業費】５６，６２５千円　　
（新）ナノテクものづくり技術発信事業費（６，１３９千円）
　世界最大規模のナノテク国際展示会に富山県として出展し、県が推進しているナノテク研究の成果について、パネルや実製品で
展示・紹介

＜中小企業の振興＞
【小規模企業対策事業費】１，２４７，０１８千円　　
（新）商工会等指導員資質向上支援事業費（２，０００千円）
　県内商工会の経営指導員等の資質向上に資する取組みを支援

【中小企業制度融資資金】５７，６９７，０００千円　　
　金融円滑化法終了を見据えた継続的な資金繰りを支援
●経済変動対策緊急融資、緊急経営改善資金（借換資金）（４１，４５９，０００千円）
　（新規融資枠　緊急融資２６，０００，０００千円、借換資金１２，０００，０００千円）
　※取扱期間を平成２６年３月３１日まで１年間延長

（新）【とやま中小企業チャレンジファンド事業】６９，０００千円　　
　総額１５０億円のファンドの運用益を活用し、中小企業の自主的な取組みを支援
　(1)ものづくり研究開発支援事業費（２０，０００千円）
　　　新商品・新技術の研究開発等を支援　＜補助率１／２＞
　(2)プラン公募型起業家誘致事業費（４，０００千円）
　　　県外から公募した県内での事業化プランを支援　＜補助率１／２＞
　(3)ビジター対応ビジネス支援事業費（１５，０００千円）
　　　北陸新幹線開業、クルーズ客船・台北便就航に関連した新商品開発等のビジネス展開を支援　＜補助率１／２＞
　(4)販路開拓挑戦応援事業費（１５，０００千円）
　　　国内・海外の見本市等への出展、市場調査等への支援　＜補助率１／３＞
　(5)小さな元気企業応援事業費（１５，０００千円）
　　　小規模企業による研究開発、販路開拓、人材育成等を支援　＜補助率１／２＞

【伝統工芸品産業振興対策費】１１，１１０千円　　
（新）とやま伝統工芸魅力発信事業費（６，５００千円）
　県独自の伝統工芸品指定制度を創設し、国指定の伝統工芸品とともに国内外への情報発信・ＰＲを実施

＜デザインの振興と活用＞
【デザイン振興事業費】８４，４８７千円   
（新）首都圏デザインマッチング支援事業費（７，０００千円）　
　県内企業と首都圏デザイナーとの連携による商品開発を促進するため、首都圏においてマッチングのための交流イベントや展
示会を実施

＜商業・サービス業の振興と賑わいのあるまちづくり＞
【新幹線開業・とやまの魅力アップ事業費】２６，５００千円　　
（新）新幹線開業対策商店街魅力向上事業費（１０，０００千円）
　新幹線の開業に合わせ、県外観光客等を商店街に誘導するための環境整備や空き店舗対策等の取組みを行う場合の支援制度
を創設
（新）まちの逸品ＰＲキャンペーン事業費（１６，５００千円）
　Ｈ２４「まちの逸品ブラッシュアップ事業」で選定した商品の認知度向上を図るためのキャンペーンの実施

＜企業立地の促進＞
【企業立地推進対策費】２０，５９２千円　　　
（新）企業誘致新幹線広報推進事業費（６，６００千円）
　北関東向け、東海向けＰＲ（新幹線車内ポスター、新幹線車内誌への広告掲出）
（新）新幹線沿線企業誘致強化事業費（１，８００千円）
　北関東の成長企業の情報収集、先端産業立地セミナーの開催

＜環日本海・アジアなど海外ビジネス展開の促進＞
【経済交流推進事業費】１４８，３８６千円　　　
（新）富山県海外販路開拓・受注拡大活性化事業費（１９，１５０千円）
　タイ・台湾における国際展示会に富山県パビリオンを設置、県内企業の技術力を海外市場にＰＲするため海外販路・受注拡大プ
レゼン集を作成

＜雇用の確保と人材の育成＞
【緊急雇用創出基金事業費】２，１１０，１８０千円　　
　成長が期待される重点分野における雇用機会の創出や地域ニーズに応じた人材育成等を行う「重点分野雇用創造事業」及び起
業後１０年以内の企業等への委託により地域の雇用の安定的な受け皿を創出する「起業支援型地域雇用創造事業」を実施　

【人材確保対策事業費】２３２，６２９千円　　　
（新）「とやまで就職」Ｉ・Ｊターン支援事業費（５，６００千円）　　　
　県外出身者対象の就職フェアの開催等、Ｉ・Ｊターン希望者等に対する転職・就職支援

【若年者就業支援事業費】１１６，３７６千円　　　
（新）若者職場定着チャレンジ事業費（５，０００千円）　　　
　職場定着に係る階層別研修会やモデル企業での実践活動により、若者の職場定着を支援
●県内企業人材養成モデル推進事業費（７３，５００千円）　　　
　新規学卒未内定者を雇用する企業等に委託して、新規採用者の人材養成モデルの検証及び活用促進

【障害者雇用対策費】２４，５４１千円　　
（新）中小企業等障害者雇用推進事業費（１，０００千円）
　中小企業を対象とした障害者雇用についての各種講座、見学会の開催及び障害者雇用に積極的に取り組む企業の認証制度の
創設

【魅力ある技能社会推進事業費】３４，６４６千円　　
（新）ものづくり技能人材育成研修事業費（２５，８００千円）
　ものづくり現場リーダー養成や小規模企業への出前、ＣＮＣ施盤を導入した高度技能を習得する研修を創設

【公共職業訓練費】６５１，６３５千円　　　
（新）成長分野・職業訓練カリキュラム推進事業費（２０，４８９千円）
　技術専門学院の自動車整備科の拡充、環境エネルギー設備科（仮称）の新設
（新）成長分野人材育成支援事業費（２，０００千円）
　成長が期待される環境・エネルギー分野に関する在職者訓練コースを設置
（新）観光ビジネス人材育成支援事業費（１８，２７０千円）
　北陸新幹線の開業により雇用拡大が期待される観光産業ニーズに対応した離職者訓練コースを設置
（新）企業立地人材育成支援事業費（１０，５００千円）
　立地企業の即戦力となる人材を育成するため、立地企業のニーズに対応した離職者訓練コースを設置
●グローバル人材育成支援事業費（５，２５２千円）
　海外ビジネス支援に係る在職者訓練コースを設置し、グローバル化に対応できる人材を育成
●能力開発セミナ－費（６，６３６千円）
　企業の人材育成ニーズに応じた在職者訓練の実施（レディメイド・オーダーメイド）

【外国人研修生受入支援事業費】１，３１２千円　　
　企業が実施する実務研修を円滑に進めるため、県内の中小企業が受入れた外国人実習生に対し、座学研修を実施

（新）25年度新たに
　　取り組むもの
 ● 継続的に実施
　　するもの
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【中小企業販路開拓総合支援事業】３７，５２３千円　　
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　県内商工会の経営指導員等の資質向上に資する取組みを支援

【中小企業制度融資資金】５７，６９７，０００千円　　
　金融円滑化法終了を見据えた継続的な資金繰りを支援
●経済変動対策緊急融資、緊急経営改善資金（借換資金）（４１，４５９，０００千円）
　（新規融資枠　緊急融資２６，０００，０００千円、借換資金１２，０００，０００千円）
　※取扱期間を平成２６年３月３１日まで１年間延長

（新）【とやま中小企業チャレンジファンド事業】６９，０００千円　　
　総額１５０億円のファンドの運用益を活用し、中小企業の自主的な取組みを支援
　(1)ものづくり研究開発支援事業費（２０，０００千円）
　　　新商品・新技術の研究開発等を支援　＜補助率１／２＞
　(2)プラン公募型起業家誘致事業費（４，０００千円）
　　　県外から公募した県内での事業化プランを支援　＜補助率１／２＞
　(3)ビジター対応ビジネス支援事業費（１５，０００千円）
　　　北陸新幹線開業、クルーズ客船・台北便就航に関連した新商品開発等のビジネス展開を支援　＜補助率１／２＞
　(4)販路開拓挑戦応援事業費（１５，０００千円）
　　　国内・海外の見本市等への出展、市場調査等への支援　＜補助率１／３＞
　(5)小さな元気企業応援事業費（１５，０００千円）
　　　小規模企業による研究開発、販路開拓、人材育成等を支援　＜補助率１／２＞

【伝統工芸品産業振興対策費】１１，１１０千円　　
（新）とやま伝統工芸魅力発信事業費（６，５００千円）
　県独自の伝統工芸品指定制度を創設し、国指定の伝統工芸品とともに国内外への情報発信・ＰＲを実施

＜デザインの振興と活用＞
【デザイン振興事業費】８４，４８７千円   
（新）首都圏デザインマッチング支援事業費（７，０００千円）　
　県内企業と首都圏デザイナーとの連携による商品開発を促進するため、首都圏においてマッチングのための交流イベントや展
示会を実施

＜商業・サービス業の振興と賑わいのあるまちづくり＞
【新幹線開業・とやまの魅力アップ事業費】２６，５００千円　　
（新）新幹線開業対策商店街魅力向上事業費（１０，０００千円）
　新幹線の開業に合わせ、県外観光客等を商店街に誘導するための環境整備や空き店舗対策等の取組みを行う場合の支援制度
を創設
（新）まちの逸品ＰＲキャンペーン事業費（１６，５００千円）
　Ｈ２４「まちの逸品ブラッシュアップ事業」で選定した商品の認知度向上を図るためのキャンペーンの実施

＜企業立地の促進＞
【企業立地推進対策費】２０，５９２千円　　　
（新）企業誘致新幹線広報推進事業費（６，６００千円）
　北関東向け、東海向けＰＲ（新幹線車内ポスター、新幹線車内誌への広告掲出）
（新）新幹線沿線企業誘致強化事業費（１，８００千円）
　北関東の成長企業の情報収集、先端産業立地セミナーの開催

＜環日本海・アジアなど海外ビジネス展開の促進＞
【経済交流推進事業費】１４８，３８６千円　　　
（新）富山県海外販路開拓・受注拡大活性化事業費（１９，１５０千円）
　タイ・台湾における国際展示会に富山県パビリオンを設置、県内企業の技術力を海外市場にＰＲするため海外販路・受注拡大プ
レゼン集を作成

＜雇用の確保と人材の育成＞
【緊急雇用創出基金事業費】２，１１０，１８０千円　　
　成長が期待される重点分野における雇用機会の創出や地域ニーズに応じた人材育成等を行う「重点分野雇用創造事業」及び起
業後１０年以内の企業等への委託により地域の雇用の安定的な受け皿を創出する「起業支援型地域雇用創造事業」を実施　

【人材確保対策事業費】２３２，６２９千円　　　
（新）「とやまで就職」Ｉ・Ｊターン支援事業費（５，６００千円）　　　
　県外出身者対象の就職フェアの開催等、Ｉ・Ｊターン希望者等に対する転職・就職支援

【若年者就業支援事業費】１１６，３７６千円　　　
（新）若者職場定着チャレンジ事業費（５，０００千円）　　　
　職場定着に係る階層別研修会やモデル企業での実践活動により、若者の職場定着を支援
●県内企業人材養成モデル推進事業費（７３，５００千円）　　　
　新規学卒未内定者を雇用する企業等に委託して、新規採用者の人材養成モデルの検証及び活用促進

【障害者雇用対策費】２４，５４１千円　　
（新）中小企業等障害者雇用推進事業費（１，０００千円）
　中小企業を対象とした障害者雇用についての各種講座、見学会の開催及び障害者雇用に積極的に取り組む企業の認証制度の
創設

【魅力ある技能社会推進事業費】３４，６４６千円　　
（新）ものづくり技能人材育成研修事業費（２５，８００千円）
　ものづくり現場リーダー養成や小規模企業への出前、ＣＮＣ施盤を導入した高度技能を習得する研修を創設

【公共職業訓練費】６５１，６３５千円　　　
（新）成長分野・職業訓練カリキュラム推進事業費（２０，４８９千円）
　技術専門学院の自動車整備科の拡充、環境エネルギー設備科（仮称）の新設
（新）成長分野人材育成支援事業費（２，０００千円）
　成長が期待される環境・エネルギー分野に関する在職者訓練コースを設置
（新）観光ビジネス人材育成支援事業費（１８，２７０千円）
　北陸新幹線の開業により雇用拡大が期待される観光産業ニーズに対応した離職者訓練コースを設置
（新）企業立地人材育成支援事業費（１０，５００千円）
　立地企業の即戦力となる人材を育成するため、立地企業のニーズに対応した離職者訓練コースを設置
●グローバル人材育成支援事業費（５，２５２千円）
　海外ビジネス支援に係る在職者訓練コースを設置し、グローバル化に対応できる人材を育成
●能力開発セミナ－費（６，６３６千円）
　企業の人材育成ニーズに応じた在職者訓練の実施（レディメイド・オーダーメイド）

【外国人研修生受入支援事業費】１，３１２千円　　
　企業が実施する実務研修を円滑に進めるため、県内の中小企業が受入れた外国人実習生に対し、座学研修を実施

（新）25年度新たに
　　取り組むもの
 ● 継続的に実施
　　するもの
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

庄川峡の遊覧船

▼
観
光
で
地
域
を
活
性
化

　

庄
川
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
町
の

観
光
活
性
化
を
目
指
す
た
め
に
、
町

観
光
協
同
組
合
を
中
心
と
し
て
、
富

山
国
際
大
学
と
連
携
し
「
庄
川
峡
魅

力
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
た
。
ま

た
「
庄
川
峡
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

作
成
し
、
現
在
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
当
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全

て
の
組
合
員
が
商
工
会
員
で
も
あ

り
、
私
自
身
も
組
合
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
る
。
当
地
域
は
、
温
泉
や

峡
谷
な
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
旅
館
業
を
中
心
と
し
た
観
光

客
や
町
の
交
流
人
口
が
増
加
す
れ

ば
、
小
売
店
等
も
潤
う
と
予
想
さ
れ

る
。
し
か
し
、
観
光
客
増
へ
の
改
善

策
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、課
題
で
も
あ
っ
た
。

▼
日
々
巡
回
し
て
ま
す
！

　

あ
る
日
、巡
回
活
動
で
タ
ク
シ
ー・

旅
行
業
の
企
業
を
訪
問
し
た
。
売
上

の
大
半
が
タ
ク
シ
ー
部
門
で
あ
る

が
、
規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
激
化
、

人
材
不
足
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

等
に
よ
り
経
営
が
圧
迫
し
て
い
る

状
況
で
あ
っ
た
。

▼
聞
き
ま
す
！

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
何
か

今
後
考
え
て
お
ら
れ
る
事
は
あ
り

ま
す
か
？
と
尋
ね
た
。
そ
の
際
に
、

社
長
自
ら
考
え
て
い
た
企
画
書
を

見
せ
て
頂
け
た
。「
定
期
観
光
ツ
ア
ー

バ
ス
運
行
企
画
書
（
案
）」。
そ
の
内

容
は
、
と
な
み
野
の
豊
か
な
自
然
と

伝
統
・
文
化
な
ど
魅
力
あ
る
観
光
資

源
を
回
遊
す
る
コ
ー
ス
を
四
季
を

通
じ
て
設
定
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日

に
限
り
定
期
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
を

運
行
す
る
概
要
で
あ
っ
た
。
県
内

で
は
定
期
的
に
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス

を
運
行
し
て
い
る
企
業
は
少
な
く
、

新
し
い
企
画
で
は
な
い
か
と
の
事

で
あ
っ
た
。
近
県
の
あ
る
市
で
は
行

政
の
支
援
に
て
季
節
ご
と
の
定
期

観
光
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
社
長

自
ら
も
現
地
へ
直
接
行
き
情
報
を

収
集
し
た
。「
交
流
人
口
が
増
加
し
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い
」
そ

の
社
長
の
強
い
思
い
に
は
私
も
賛

同
し
た
。

▼
提
案
し
ま
す
！

　

自
ら
実
現
可
能
な
計
画
を
図
る

た
め
に
も
、
県
の
経
営
革
新
計
画

の
認
定
を
受
け
、
改
善
策
を
専
門

家
を
交
え
て
検
討
す
る
よ
う
に
提

案
し
た
。

　

国
の
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
事
業
を
活
用
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
に

企
業
に
出
向
き
、「
経
営
革
新
の
目

標
」、「
経
営
革
新
の
内
容
及
び
既
存

事
業
と
の
相
違
点
」、「
支
援
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
を
整
理
し
、
新
規
事
業

の
実
施
計
画
や
資
金
計
画
を
検
討

し
た
。

▼
強
み
と
外
部
環
境
を
分
析

　

ま
ず
、当
社
の
強
み
（
知
的
資
産
）

や
外
部
環
境
に
つ
い
て
徹
底
し
て

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
ま
と
め
た
段

階
に
て
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
た
。

以
後
、
専
門
家
か
ら
問
題
点
や
課
題

の
指
摘
を
受
け
な
が
ら
、
一
つ
一
つ

社
長
と
話
し
合
い
解
決
し
て
い
き

な
が
ら
、
申
請
書
を
作
成
し
た
。

▼
経
営
革
新
計
画
の
認
定

　

テ
ー
マ
を
「
定
期
観
光
バ
ス
ツ

ア
ー
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確

立
」
と
し
、と
な
み
野
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
遺
産
、
温
泉
、
伝
統
工

芸
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か

し
て
四
季
折
々
の
そ
の
土
地
、
そ
の

季
節
で
し
か
味
わ
え
な
い
観
光
提

庄川町商工会
経営指導員
　 橋本　親志

経営支援
マネージャー
レポート

地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
経
営
革
新
計
画
を
支
援

供
を
考
え
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
踏

ま
え
て
定
期
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
を

広
範
囲
に
回
遊
さ
せ
る
仕
組
み
作

り
を
確
立
さ
せ
た
。

　

昨
年
九
月
に
県
に
申
請
し
、
十
一

月
末
日
に
認
定
を
受
け
た
。今
後
は
、

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
も
含

め
「
旬
な
地
域
資
源
等
」
を
拾
い
上

げ
て
結
び
付
け
、
さ
ら
な
る
魅
力
の

向
上
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
作
り
、
情
報
発
信
を
支

援
し
、
定
期
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
（
着

地
型
観
光
）
の
実
施
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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立
山
舟
橋
商
工
会
で
は
、
昨
年

四
月
か
ら
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

「
買
い
物
た
の
ま
れ
屋
」
を
実
施
、

開
始
当
初
か
ら
二
倍
以
上
利
用
が

増
え
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
注
文
を
受

け
る
と
、
商
工
会
加
盟
の
三
十
店

舗
を
回
っ
て
買
い
物
を
し
て
届
け

る
。
複
数
店
舗
に
わ
た
っ
て
も
、

商
品
の
点
数
や
量
が
ど
れ
だ
け
で

も
、
手
数
料
は
一
回
百
円
だ
け
。

ま
た
、
買
い
物
以
外
の
困
り
ご
と

も
引
受
け
て
い
る
。
商
品
配
達
の

ほ
か
、
弁
当
を
届
け
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
も
行
う
。
配
食
の
際
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は
、
気
遣
い

の
言
葉
を
掛
け
た
り
、
健
康
や
安

全
面
の
注
意
を
払
っ
た
り
す
る
見

守
り
も
行
っ
て
い
る
。

　

た
の
ま
れ
屋
が
受
け
付
け
る
の

は
基
本
的
に
買
い
物
だ
け
だ
が
、

そ
れ
で
も
、
依
頼
者
か
ら
ち
ょ
っ

と
し
た
頼
ま
れ
ご
と
、
困
り
ご
と

を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
、
古
紙
の
回
収
や
郵
便
物

の
投
函
、
屋
根
板
修
理
な
ど
、
買

い
物
以
外
の
注
文
に
も
親
切
に
対

応
し
、
直
接
で
き
な
い
も
の
は
専

門
業
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

病
院
帰
り
に
タ
ク
シ
ー
で
買
い

物
を
し
て
い
た
女
性
は
「
電
話
一

本
で
商
品
を
届
け
て
く
れ
る
し
、

チ
ラ
シ
で
特
売
品
も
教
え
て
く
れ

る
。
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
」
と

話
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
「
頼

ま
れ
る
と
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い

と
思
う
。
不
景
気
な
世
の
中
だ
か

ら
こ
そ
地
域
の
心
の
絆
を
大
切
に

し
て
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

　
「
買
い
物
た
の
ま
れ
屋
」
は
、
高

齢
者
を
助
け
る
〝
地
域
の
何
で
も

屋
〟
を
目
指
す
。

買い物たのまれ屋スタッフ

買
い
物
た
の
ま
れ
屋 

大
活
躍

商
工
会
は
地
域
の
心
の
接
着
剤
で
す
！

立
山
舟
橋
商
工
会

困
り
ご
と
も
請
け
負
い
ま
す

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野

麗
子
会
長
）
は
二
月
十
四
日
、
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県

下
商
工
会
の
女
性
部
員
約
百
名
が

参
加
し
、
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開

催
し
た
。

　

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
末

武
会
長
を
講
師
に
招
き
、「
女
性
部

活
動
と
企
業
経
営
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
実
施
し
た
。

　

末
武
会
長
は
、「
苦
労
が
あ
っ
た

か
ら
今
の
成
功
が
あ
る
。
前
を
向
い

て
が
ん
ば
れ
ば
良
い
風
が
入
っ
て
く

る
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も
に
、

女
性
部
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
絆

や
得
ら
れ
る
情
報
の
価
値
、
他
地
域

の
女
性
活
動
や
心
温
ま
る
交
流
等
を

紹
介
。「
や
ら
せ
て
頂
き
ま
す
」
と

い
う
奉
仕
の
心
で
人
と
接
す
る
事
が

商
売
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
末
武
会
長
よ
り
手
作
り
の

干
し
柿
が
、
参
加
し
た
女
性
部
員
全

員
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
、
女
性
な

ら
で
は
細
や
か
な
心
遣
い
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
と
な
っ
た
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

２月18日からでんさいネットサービス
が開始されました。でんさい（電子記
録債権）とは、手形・指名債権（売掛債
権等）の問題点を克服した新たな金銭
債権です。電子記録債権の発生・譲渡
は、電子債権記録機関の記録原簿に電
子記録することが要件です。

メリット
◉手形の発行の際「でんさい」なら、ペーパーレスだから手続きが
ラクラク！搬送代もかかりません！
◉手形の印紙税は課税されません！
◉支払い手段を一本化できて効率的！
◉ペーパーレスだから安心・安全・保管も不要です！
◉必要なだけ分割して譲渡や割引をすることができます！
◉「でんさい」なら、期日になると自動入金！
詳細は、株式会社全銀電子債権ネットワーク　☎０３－５２５２－３５９５
「でんさいネット」のホームページ にてご確認ください。

でんさいネットの
　　サービス
でんさいネットの
　　サービスが開始
でんさいネットの
　　サービスが開始
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香
り
を
活
用
し
て
爆
発
的
に
伸

び
た
市
場
が
あ
る
。
そ
れ
は
柔
軟

剤
市
場
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に

ヒ
ッ
ト
し
た
ダ
ウ
ニ
ー
を
き
っ
か

け
に
柔
軟
仕
上
げ
剤
市
場
で
は
、

国
内
メ
ー
カ
ー
が
相
次
い
で
〝
香

り
系
〟
柔
軟
剤
の
新
商
品
を
投
入

し
、
商
品
の
種
類
が
三
～
四
倍
に

増
加
し
た
。

　

五
感
の
う
ち
、
嗅
覚
は
感
情
を

司
る
脳
と
言
わ
れ
て
い
る
大
脳
辺

縁
系
に
直
接
情
報
が
伝
達
さ
れ

る
。
特
定
の
香
り
を
き
っ
か
け
に

過
去
の
感
情
や
記
憶
が
よ
み
が
え

る
、
と
い
う
体
験
を
し
た
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
嗅
覚
を
含
む
五
感
を
上
手

に
販
売
促
進
策
に
組
み
込
む
こ
と

で
、
効
果
的
に
消
費
者
の
興
味
を

引
く
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、

小
売
店
で
は
、
陳
列
す
る
商
品
や

コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
わ
せ
て
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
を
焚
き
演
出
し
た
り
、
宿

泊
施
設
で
は
、
部
屋
毎
に
香
り
を

使
い
分
け
る
等
。
販
売
促
進
策
に

〝
香
り
〟
の
一
工
夫
を
加
え
て
は

い
か
が
。

香
り
を
販
売
促
進
に

活
用
し
よ
う

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

　
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
で

は
、
今
年
度
の
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
全
国
展
開
支
援
事
業
（
お
も

て
な
し
事
業
）
に
採
択
さ
れ
た
の

を
受
け
、
通
年
観
光
を
目
指
し
た

地
域
経
済
活
性
化
や
小
規
模
企
業

支
援
等
を
目
的
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と

食
談
議
事
業
を
実
施
し
た
。
エ
コ

ツ
ア
ー
事
業
で
は
、
核
と
な
る
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
を
図
る

た
め
、
過
去
に
行
っ
た
内
容
を
精

査
し
、
改
善
編
集
を
加
え
た
八
尾

ま
ち
歩
き
や
自
然
散
策
、
農
業
体

験
の
四
コ
ー
ス
を
十
一
月
七
日

か
ら
十
五
日
に
か
け
て
実
施
し

た
。
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
地
元
を

知
り
尽
く
し
た
専
門
の
ガ
イ
ド
を

付
け
、
飲
食
・
土
産
物
店
等
の
多

く
の
事
業
者
を
巻
き
込
ん
だ
企
画

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
情
報
発
信
や
石

川
県
の
新
聞
へ
の
広
告
掲
載
な
ど

県
外
へ
の
事
業
周
知
も
精
力
的
に

行
っ
た
。

　
一
方
、
食
談
議
事
業
で
は
、
二

月
四
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
、
地

産
地
消
や
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
料

理
人
や
農
家
等
か
ら
の
食
に
対
す

る
熱
い
想
い
の
ト
ー
ク
な
ど
を
基

本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
八
尾
町
内
の

八
飲
食
店
に
て
開
催
し
た
。
こ
れ

ら
事
業
に
参
加
さ
れ
た
方
の
多
く

は
次
回
開
催
を
希
望
し
て
お
り
、

今
後
に
つ
な
が
る
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。
こ
の
お
も
て
な
し
事
業

は
今
年
度
に
最
終
年
を
迎
え
る

が
、
今
後
、
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
で

は
、
そ
う
い
っ
た
地
域
を
巻
き
込

ん
で
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
頂
く

事
業
体
が
出
て
く
る
こ
と
や
食
談

議
事
業
で
は
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
そ
の
テ
ス

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
販
売
促
進

活
動
と
し
て
、
個
々
の
飲
食
店
が

独
自
に
継
続
開
催
を
頂
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

紅葉の牛岳で「ブナ林」を散策イタリア料理店「エルバッチャ」で開催された食談議
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　この度、商工会連合会では、新入社員が企業人・組織人としての基本姿勢やマナー・心構え、コミュニケーション
の取り方等を学習し、その資質向上を図り、即戦力となることを目的として、当研修会を開催します。新人教育の一
環として、是非該当社員の派遣をご検討下さい。

開　催　要　領
１．期　日　　平成 25 年 4 月 4 日（木）　午前 9 時 30 分～午後 4 時 40 分
２．場　所　　富山県中小企業研修センター　富山市赤江町１－７
３．対　象　　企業の新入社員等
４．定　員　　50 名
５．受講料　　6,000 円　（昼食代 1,000 円、及びテキスト代を含む）
６．主　催　　富山県商工会連合会 及び 県下商工会
７．お問合わせ・お申込み　富山県商工会連合会   電話 076-441-2716　FAX076-433-8031

高
等
学
校
と
共
同
で

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　  

事
業
展
開

秋
田
県
　
北
秋
田
商
工
会

　

北
秋
田
商
工
会
は
昨
年
六
月
に

秋
田
北
鷹
高
等
学
校
と
共
同
で
、

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
県
、

市
、Ｊ
Ａ
な
ど
も
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
組
織
。
高
等
学

校
が
行
っ
て
い
る
農
産
物
の
「
リ

ヤ
カ
ー
移
動
販
売
」
の
体
験
学
習

を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
農
産

物
の
付
加
価
値
や
可
能
性
を
理
解

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
込
ん

だ
。
こ
れ
は
六
次
産
業
化
の
意
識

を
育
み
、
若
年
者
の
企
業
マ
イ
ン

ド
育
成
を
目
的
に
し
た
も
の
。　

　

事
業
導
入
に
あ
た
り
、「
高
校
生

で
も
解
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
農
産
物
編
」
と
「
伝
わ
る
姿

勢
、伝
わ
る
言
葉
、伝
わ
る
こ
こ
ろ
、

高
校
生
向
け
接
客
マ
ナ
ー
」
を
実

施
し
た
際
に
は
、
生
徒
た
ち
か
ら

多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
質
問

の
内
容
や
意
識
レ
ベ
ル
も
高
く
、

主
催
者
側
の
期
待
感
も
高
ま
っ
た
。

　

当
商
工
会
は
次
年
度
以
降
も
継

続
す
る
予
定
で
、
学
校
側
も
次
世

代
の
農
業
者
育
成
に
向
け
て
「
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
重
要
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
当
商
工
会
で

は
若
者
の
地
元
志
向
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
現
代
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち

自
ら
が
故
郷
で
起
業
し
、
六
次
産

業
化
や
農
商
工
連
携
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
な
ど
に
大
き
な
期
待
感

を
も
っ
て
い
る
。

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

地元の方々との販売交流会セミナー受講の様子

時　　間 研　　修　　内　　容 講　　師　　等
9:30 ～ 9:40 開　　講 富山県商工会連合会

9:40 ～ 10:50 コミュニケーション力アップできらりと
光る企画力を磨く

事務所　経田（元 KNB キャスター）
経田　博子　氏

11:00 ～ 12:00 新入社員の皆さんに期待すること
オリジナリティを活かし組織で活躍

株式会社シー・エー・ピー
代表取締役会長　山下　隆司　氏

12:00 ～ 13:00 昼食・休憩

13:00 ～ 14:10 職場のマナー、社会人としての心構え
（挨拶、言葉づかい、服装、報連相）

Ⅰ．Ｓ．Ｋ有限会社
代表取締役　市井　啓子　氏

14:20 ～ 15:50 内発的モチベーションを高めるキャリア
マップづくり

（社）富山県中小企業診断協会
会長　羽田野　正博　氏

16:00 ～ 16:30 レポート作成（各会・派遣企業へ返送）
16:30 ～ 16:40 閉　　講 富山県商工会連合会

富山県商工会連合会
の 講 座 の ご 案 内 平成25年度　新入社員研修会
～組織の中で活躍するために習得すべき基本的姿勢・知識を学ぶ～

平成25年
４月４日（木）
開　催
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ふれあい青空市「やまだの案山子」

城端しだれ桜まつり

第7回入善桜まつり

なりひら風の市

福岡さくらまつり

風の盆ステ－ジ

第16回つざわ桜まつり

城山公園お花見祭り

第25回ふちゅう曲水の宴

第20回ごんべ祭り

水橋ホタルイカ見学会

あさひ桜まつり

倶利迦羅さん八重桜まつり

高岡といで菜の花フェスティバル

石動曳山祭

４月　土曜・日曜・祝日

４／6（土）～１4（日）

4／12（金）

４／13（土）

４／１3（土）～１4（日）＜予定＞

４／１3（土）･２7（土）

４／１4（日）

4／14（日）

４／１4（日）

４／21（日）

４月中旬＜予定＞

４月中旬＜予定＞

４／２８（日）～５／５（日）

４／２９（祝）

４／２９（祝）

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

南砺市商工会城端事務所

入善町観光関係団体連絡協議会

なりひら風の市実行委員会

さくらまつり実行委員会

越中八尾観光協会

小矢部市商工会津沢支所

小矢部市商工会小矢部支所

ふちゅう曲水の宴実行委員会

ごんべ祭り実行委員会
（富山市南商工会大山支部センタ－）

富山市北商工会水橋支所

あさひ桜まつり実行委員会

小矢部市商工会小矢部支所

高岡市商工会戸出支所

小矢部市商工会小矢部支所

076-457-2333

0763-62-2163

0765-72-0163

076-455-3181

0766-64-3088

076-454-5138

0766-61-2356

0766-67-0756

076-469-2496

076-483-1420

076-478-0247

0765-83-2280

0766-67-0756

0766-63-0792

0766-67-0756

イベント名 開 催 日 お問合せ先

4 月月各地の

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、二
月
十
五
日（
金
）、

二
十
五
日
（
月
）
に
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

活
用
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、「
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
活
用
し
た
販
売
促
進
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
よ
り
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
商

売
繁
盛
！
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
い
こ
な
せ

ば
お
客
様
が
笑
顔
で
や
っ
て
く
る
」と
題
し
、

最
近
の
消
費
行
動
の
変
化
や
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
て
販
売
の
拡
大
に
成
功
し
た
事
例
紹
介
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
商
売
に
活
か
し
て
い
く

手
法
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
同
士
や
講
師
と
の
間
で
、

実
際
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
利
用
し
て
交

流
し
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
へ
の
理
解
を
深

め
た
。　 Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を

　
　
　
　
　

活
用
し
た

販
売
促
進
研
修
会
開
催

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を

　
　
　
　
　

活
用
し
た

販
売
促
進
研
修
会
開
催

講習会風景

　平成25年度の前期技能検定は、次の職種について実施されます。皆さんが日頃技能の練磨に努力された
結果を計る絶好の機会です。あなたもチャレンジしてみませんか。

◉検定職種
〈１級・２級・単一等級〉
造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、金属プレス加工、鉄工、建築板金、めつき、アルミニウム陽極酸化処理、
仕上げ、ダイカスト、電子機器組立て、電気機器組立て、産業車両整備、建設機械整備、模型製作、家具製作、建具製作、
印刷、プラスチック成形、石材施工、とび、左官、ブロック建築、タイル張り、防水施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、サッ
シ施工、化学分析、表装、塗装、路面標示施工、フラワー装飾

〈３級〉　園芸装飾、造園、金属熱処理、機械加工、仕上げ、機械保全、電子機器組立て

◉受検申請書の受付　平成25年４月８日（月）から４月19日（金）まで
◉お問合わせ・お申込み先　富山県職業能力開発協会　技能検定課　電話０７６－４３２－９８８７
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